
令和５年度 第９回板倉区地域協議会 次第 

 

日時：令和５年１２月２１日(木) 

午後６時～ 

場所：板倉コミュニティプラザ 

２０１・２０２会議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 所長あいさつ 

 

 

４ 報告事項 

・板倉保養センターの今冬の営業について 

 

 

５ 協議事項 

  ・地域協議会活動報告会について 

 

 

６ 自主的審議事項 

  ・廃校した小学校の維持管理と利活用について 

 

 

７ そ の 他 

  ・板倉まちづくり振興会と地域協議会の意見交換会について 

 

 

８ 閉  会 

 

 

 



                                 資料１ 
板倉保養センターの今冬の営業について      

１ 営業内容 

 ⑴ 期間 

   令和 6 年 1 月 10 日（水）から令和 6 年 3 月 8 日（金）まで 

 ⑵ 営業時間 

※ 宿泊については、受け入れません。 

※ 宴会については、営業日以外でも人数等に応じて柔軟に対応します。 

 

２ 理由 

  冬季間は利用者数が減少することから、経費を縮減し損失を最小限に抑えるた

め。 

 

３ その他 

 令和 6 年 3 月 9 日（土）以降は、通常営業とする予定です。 

 社会情勢等により、期間を短縮又は延長する場合があります。 

 

 

営業日 営業時間 

土曜日、日曜日及び祝日 

日帰り入浴 10：00～19：30 

食堂    11：00～19：30（LO.19：00） 

※ 14：00～17：00 は休憩 



地域協議会の活動報告会開催について（案） 

 

■日 時：令和６年３月７日(木) 午後６時～６時３０分 

■場 所：板倉コミュニティプラザ 市民ホール      

■内 容：下記日程のとおり 

（5分） ○ 開会（司会：次長） 

・所長あいさつ 

 

（15 分）○ 地域協議会活動報告 

・平井会長による挨拶及び４年間の活動についての報告 

 

（5 分） ○ 地域協議会委員の改選について（小池班長） 

・地域協議会委員の役割等の説明 

・改選のスケジュールについて 

 

（5 分） ○ 質疑応答 

○ 閉会（古川副会長） 

■対象者：市民（板倉区在住） 

■周知方法：下記のとおり 

○板倉区だより  （３月１日号） 

○防災行政無線  等 

 

※地域協議会活動報告会終了後、総合事務所主催で令和５年度地域独自の予算

活動報告会を開催する。 

資料２ 



令和 5年 月 日 

上越市長 中川 幹太 様 

                          板倉区地域協議会 

                          会長 平井 達夫 

 

 

廃校の利活用に関する意見書 

 

 上越市地域自治区の設置に関する条例第 7条第 1項の規定に基づき、廃校の

利活用について自主的に審議した結果、下記のとおり意見がまとまりましたの

で提出いたします。 

 

記 

 

 当協議会では、令和４年８月から自主的審議のテーマを「廃校した小学校の維

持管理と利活用について」と決め、審議を深めてきました。 

今年６月から７月に実施した６地区の連絡協議会との意見交換会では、「この

まま放置されるとしたら不安だ」という維持管理を望む声や、「活用したいとい

う提案があるようだが進んでいない」等の意見がありました。 

これを受け、当協議会では区内の４つの廃校を視察し、それぞれの建物や備品

の状況、立地環境、現在の利活用状況等を確認した結果、「まだきれいな校舎も

ありこのままではもったいない」、「民間に利活用してもらえるようもっと情報

発信をするべき」、「廃校になっても避難所を継続することが優先である」、「校舎

だけでなく残されている備品についても民間に利活用してもらってはどうか」

等の意見が挙げられ、現在、地域の拠点とし利活用されている旧筒方小学校も含

め、区内の旧小学校が地域にとって重要な存在であることを改めて実感いたし

ました。 

また、審議を進める中で、利活用に至るまでには様々なハードルがあることも

わかってきました。学校という用途の変更や、国の補助金関連の手続き、活用形

態に応じた改修の必要性等のほか、学校施設は建物の構造や規模が大きいため、

貸付料や維持管理費が高額になること等が挙げられます。このようなことから、

【資料３】 
(案) 



地域での利活用や民間企業の進出は簡単なことではなく、市内で廃校の利活用

が進まない１つの要因であると考えます。 

市では、現在、市長の公約の１つである地域自治推進プロジェクトが進められ

ています。板倉区では、長く愛着のあるまつりや行事が引き継がれているほか、

新たなアイディアにより、地域の豊富な資源を活用し市内外から誘客を促進す

るイベントも計画されており、住民が地域に誇りを持ち住み続けることを目指

した取組が展開されています。 

そのような活動が途切れなく引き継がれるためにも、地域の拠り所として、ま

た避難所として、旧小学校の持つ役割は大きく、特に中山間地域には代わりとな

る施設が他にないことから、引き続き維持管理していくことが必要です。民間企

業による利活用も維持管理には効果的であり、地域の活性化につながるものと

考えます。 

現在、市には廃校に特化した利活用方針はありません。板倉区に限らず、市内

でも学校の統合が進み、廃校の利活用は市全体の課題であると考えます。他の遊

休施設にはない廃校の持つ重要性や地域自治推進の観点から、利活用したい人

が利活用しやすい仕組み作りを進めていただきたく、下記のとおり提案いたし

ます。 

 

 

１ 貸付料や維持管理費が高額となることから、廃校の利活用に特化した市独自

の支援策を講じること 

 

２ 地域の拠り所や避難所として必要な廃校については、維持管理を継続する

こと 

 

３ 廃校に残されている備品の利活用を進めること 

 

４ 利活用を進めるため、積極的な情報発信を行うこと 



板倉まちづくり振興会と板倉区地域協議会の意見交換会開催について（案） 

 

１趣 旨 板倉区の地域づくりに関わる住民同士が意見交換を行い、地域の課

題について共通認識を持つことにより、協力して解決に取り組む機

運を醸成する。 

２日 時 令和 6年１月２６日(金) 午後６時～６時５０分 

３場 所 板倉コミュニティプラザ 市民ホール      

４対 象 板倉まちづくり振興会理事 14 人、板倉区地域協議会委員 13 人 

５内 容 下記日程のとおり 

（5分） ○ 開会（司会：次長） 

・所長挨拶 

・地域協議会会長挨拶 

・板倉まちづくり振興会理事長挨拶 

（10 分）○ 上越自転車まつりについて 

  ・実行委員長による大会概要説明 

 （30 分）〇意見交換（グループに分かれて） 

      テーマ「上越自転車まつり成功に向けて、地域でできること」 

 （5 分）〇閉会 

 

   

資料４ 


